
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

成
立
と
著
者
を
め
ぐ
っ
て

日力

美
　
　
　
　
　
宏

は
じ
め
に

　
南
北
朝
の
内
乱
を
描
い
た
軍
記
物
語
の
雄
篇
『
太
平
記
』
は
、
近
世
の
は
じ

め
、
十
七
世
紀
前
半
期
に
、
古
活
字
本
・
整
版
本
が
盛
ん
に
版
行
さ
れ
、
い
わ

ゆ
る
流
布
本
に
よ
る
大
普
及
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
広
範
な
流
布
は
、
そ
の
読
解
・
鑑
賞
の
た
め
の
注
釈
書
の
出
現
を
う
な
が

し
、
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
『
太
平
記
妙
』
と
い
う
、
す
ぐ
れ
た
注
釈
書
が
相
次
い

で
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
南
北
朝
時
代
の
政
治
と
合
戦
の
百
科
全
書
と
も
い
う
べ
き
『
太
平

記
』
に
、
政
道
論
・
兵
法
論
の
観
点
か
ら
批
判
・
論
評
を
加
え
、
政
道
・
兵
法

な
ど
に
関
わ
る
異
伝
・
裏
話
の
類
を
補
説
し
た
評
判
書
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理

尽
抄
』
『
太
平
記
評
判
私
要
理
尽
無
極
妙
』
も
、
こ
の
時
期
に
世
に
あ
ら
わ
れ

て
、
書
物
と
し
て
流
布
す
る
一
方
、
こ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
理

　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

尽
紗
講
釈
も
、
武
士
階
層
を
中
心
に
広
く
行
わ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
評
判
書
盛
行
の
背
景
に
は
、
関
ケ
原
合
戦
の
後
、
家
康
が
諸
大
名

の
大
移
動
を
行
な
い
、
大
名
・
上
級
武
士
ら
の
支
配
層
は
、
新
た
な
領
国
の
経

営
・
「
撫
民
」
政
策
の
た
め
に
、
政
道
の
規
範
や
理
念
を
求
め
て
お
り
、
実
戦

で
腕
を
ふ
る
う
機
会
を
失
っ
た
武
士
層
の
問
で
は
、
兵
法
・
軍
略
を
理
論
的
に

探
求
し
、
そ
れ
を
体
系
化
・
思
想
化
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

が
あ
る
。

　
十
七
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
『
理
尽
抄
』
に
視
覚
化
の
工
夫
を
加
え
、
そ

の
内
容
を
図
示
し
た
『
太
平
記
理
尽
図
経
』
（
＝
ハ
五
六
年
刊
）
や
、
前
記
の

注
釈
書
や
評
判
書
を
集
成
し
、
さ
ら
に
独
自
の
論
評
や
注
釈
な
ど
を
増
補
し
た

『
太
平
記
』
読
解
・
鑑
賞
百
科
と
も
い
う
べ
き
『
太
平
記
大
全
』
一
一
六
五
九
年

刊
）
、
『
太
平
記
綱
目
』
（
一
六
七
二
年
刊
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
広
く
行
な

わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
『
太
平
記
』
を
読
む
「
童
蒙
」
や
、
政
道
・
兵
学
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
親
切
な
手
引
書
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
理
尽

抄
講
釈
や
、
そ
の
後
を
う
け
て
、
こ
の
期
あ
た
り
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
舌

耕
芸
『
太
平
記
』
講
釈
・
太
平
記
読
み
の
虎
の
巻
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
右
の
う
ち
、
『
太
平
記
大
全
』
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
紹
介
・
検

討
を
行
な
っ
た
の
で
、
引
き
続
き
、
近
世
初
期
に
お
け
る
『
太
平
記
』
注
釈

書
・
評
判
書
の
最
大
の
集
成
書
で
あ
り
、
講
釈
師
の
愛
用
書
で
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
『
太
平
記
綱
目
』
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
本
書
に
は
、
写

本
は
現
存
せ
ず
、
版
本
で
の
み
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
刊
記
が
な
く
、
成
立
年
代

や
刊
年
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
著
者
原
友
軒
も
、
経
歴
等
不
明
の
人

物
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
成
立
や
著
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
た
い
。

二
　
『
綱
目
』

の
成
立

　
『
太
平
記
綱
目
』
の
成
立
や
著
者
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
外
部
資
料
が
ほ
と

ん
ど
見
当
ら
ず
、
そ
の
版
本
そ
の
も
の
に
手
が
か
り
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
状

　
　
　
　

況
に
あ
る
。

　
『
綱
目
』
の
巻
頭
に
は
、
村
田
通
信
の
筆
に
か
か
る
「
太
平
記
綱
目
序
」
が

置
か
れ
て
い
る
。
通
信
は
、
こ
の
序
文
の
中
で
、
後
醍
醐
天
皇
が
、
せ
っ
か
く

中
興
の
業
を
成
就
し
な
が
ら
、
正
成
の
献
策
を
容
れ
ず
、
忠
臣
を
徒
死
さ
せ
て
、

親
政
を
崩
壊
に
至
ら
し
め
た
こ
と
を
嵯
嘆
し
た
後
で
、
「
洛
下
人
原
氏
友
軒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

テ
　
　
　
　
ヲ
　
　
タ
タ
リ
ル
ニ
　
　
タ
ル
コ
ト
　
　
ニ
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ス
ル
　
　
ヲ
　
ノ

嘗
読
二
太
平
記
一
復
似
レ
有
レ
快
二
々
　
干
裁
一
美
、
一
日
披
下
討
コ
論
此
書
一
者

　
　
ヲ
リ
ヲ
シ
ヲ
ン
ト
テ
ス
ヲ
　
テ
フ
　
　
　
ト

数
十
篇
Ｆ
菱
レ
繁
存
レ
正
幾
以
為
レ
篇
、
名
言
二
太
平
記
綱
目
一
Ｌ
と
、
本
書
成

立
の
由
来
に
触
れ
、
終
り
に
、
「
寛
文
戊
申
仲
夏
甲
辰
日
　
洛
下
　
村
田
通
信

序
」
と
記
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
通
信
は
、
京
都
の
人
原
友
軒
の
著
わ
し
た
『
太
平
記
綱
目
』
の
稿

　
　
　
　
　
キ
ハ
　
ノ
　
ノ
　
　
　
ニ
　
シ
　
　
　
ヲ
　
　
ク
　
ス
　
　
　
ヲ
　
　
ン
　
ノ
　
ソ
　
ン
　
　
ル
コ
ト
ヲ
　
　
ナ
ラ

を
み
て
、
「
若
二
此
書
一
則
曲
尽
二
人
情
一
博
明
二
事
実
一
読
者
何
得
レ
不
レ
暁
々
一

焉
」
と
推
奨
し
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
五
月
六
日
に
、
京
洛
に
お
い
て
、

こ
の
序
文
を
執
筆
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
『
綱
目
』
の
巻
頭
部
に
は
、
右
の
通
信
の
序
文
の
ほ
か
に
、
著
者
原
友
軒
自

身
の
筆
に
な
る
「
太
平
記
綱
目
凡
例
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
凡
例
」
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ
シ
テ
ト
　
　
　
ヲ

つ
書
き
で
、
「
一
、
是
編
太
平
記
正
文
、
大
書
為
レ
綱
、
以
二
諸
名
家
之
評
驚
一

ニ
　
シ
テ
　
　
　
　
ト

細
書
為
レ
目
」
に
始
ま
り
、
「
寛
文
戊
申
仲
夏
　
洛
下
　
原
友
軒
題
」
と
い
う

記
文
で
終
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
寛
文
戊
申
（
八
年
）
と
い
う
年
記
が
あ
り
、

こ
の
序
文
と
凡
例
の
年
記
に
も
と
ず
い
て
、
従
来
『
綱
目
』
の
成
立
・
刊
年
を

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
と
み
な
す
も
の
が
多
く
、
筆
者
な
ど
も
そ
れ
に
従
っ

て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
綱
目
』
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
著
者
原
友
軒
が
執
筆
し
た
「
太

平
記
綱
目
後
序
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
版
本
で
は
、
そ
の
置
か
れ

て
い
る
位
置
に
ち
が
い
が
み
ら
れ
、
巻
頭
の
通
信
の
「
序
」
と
友
軒
の
「
凡

例
」
の
間
に
置
か
れ
た
も
の
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
・
竜
谷
大
学
図
書



館
蔵
本
な
ど
）
と
、
巻
末
の
大
尾
の
後
に
置
か
れ
た
も
の
一
内
閣
文
庫
蔵
本
・

長
坂
成
行
氏
蔵
本
な
ど
一
と
の
二
種
が
あ
る
。
本
来
は
敗
文
と
同
じ
く
巻
末
に

置
か
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
「
後
序
」
に
お
い
て
友
軒
は
、
南
北
朝
五
十
年
の
治
乱
興
亡
を
叙
し
た

『
太
平
記
』
は
、
読
者
に
「
賢
否
得
失
之
実
」
を
考
え
さ
せ
、
「
格
物
究
理
之

助
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
正
文
」
一
本
文
一
と
「
諸
名
家
之
評

騰
」
を
あ
わ
せ
て
、
六
十
巻
の
『
太
平
記
綱
目
』
を
草
し
た
と
、
本
書
編
著
の

趣
意
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
書
林
某
が
こ
れ
を
一
読
し
て
上
梓
を
す
す
め
、
不
備

を
お
そ
れ
て
辞
退
し
た
が
、
再
三
の
申
し
出
に
よ
り
刊
行
を
決
意
し
た
と
い
う
、

出
版
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
そ
し
て
最
後
に
、
「
寛
文
壬
子
春
三
月
既
望
、
操
二
毫
干
尾
陽
之
旅
館
一
原

友
軒
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
友
軒
の
「
後
序
」
は
、
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）
三
月
十
六
日
に
、
尾
張
の
旅
宿
に
お
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
後
序
」
の
年
記
に
従
え
ば
、
本
書
の
刊
行
は
、
寛
文
十
二
年
三

月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
近
世
の
書
林
が
編
集
・
刊
行
し
た
出
版
目
録
の
一
っ
で
あ
る
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

文
十
年
一
＝
ハ
七
〇
一
刊
の
『
増
補
書
籍
目
録
姉
館
付
』
を
み
る
と
、
そ
の

「
軍
書
」
の
項
に
、
『
太
平
記
』
関
連
書
の
一
つ
と
し
て
、
「
六
十
冊
　
同
綱
目

原
尤
軒
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
同
年
に
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
一
こ
れ
以
後
の
寛
文
十
一
年
刊
『
増
補
書
籍
目
録
』
、
延
宝
三
年

　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

刊
『
古
今
書
籍
題
林
』
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。

　
こ
れ
ら
を
年
表
風
に
並
べ
て
み
る
と
、

　
寛
文
八
年
（
ニ
ハ
六
八
）
五
月
六
日

　
　
村
田
通
信
の
「
序
」
原
友
軒
の
「
凡
例
」
の
日
付
、

　
寛
文
十
年
（
ニ
ハ
七
〇
）

　
　
こ
の
年
刊
行
の
出
版
書
籍
目
録
に
記
載
さ
る
、

　
寛
文
十
二
年
（
ニ
ハ
七
二
）
三
月
十
六
日

　
　
原
友
軒
の
「
後
序
」
の
日
付

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
実
と
、
『
綱
目
』
の
成
立
・
刊
行
と
の
関
わ
り
を
、
ど
の
よ

う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
綱
目
』
の
草
稿
が
、
寛
文
八
年
五
月
の
段
階
で
完
成
し
て
い
た
こ
と
は
、

そ
れ
を
閲
読
し
て
推
賞
し
た
、
前
記
村
田
通
信
の
「
序
」
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ

る
が
、
翌
寛
文
九
年
に
著
述
・
刊
行
さ
れ
た
、
同
じ
通
信
の
『
楠
正
成
伝
』

　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ラ
シ
ム

（
『
楠
河
州
伝
』
一
自
序
に
も
、
「
洛
人
原
生
輯
二
太
平
記
綱
目
」
請
レ
余
為
レ
序
、

価
読
レ
文
」
と
あ
り
、
『
綱
目
』
を
読
ん
で
刺
戟
を
う
け
、
正
成
伝
を
草
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
『
太
平
記
綱
目
』
は
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
五
月
に
は
、

「
序
」
「
凡
例
」
な
ど
を
ふ
く
め
て
完
成
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
年
あ
た
り

に
、
最
初
の
版
が
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
寛
文
十
年
（
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
－
小
考
Ｈ

七
〇
）
刊
の
出
版
書
籍
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
初
の
版
か
ら
四
年
後
の
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
、
友
軒
の

「
後
序
」
を
付
し
た
第
二
版
と
い
う
べ
き
も
の
が
、
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
「
後
序
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
巻
頭
部
に
載
せ
た
版
と
、
巻
末

に
お
い
た
版
と
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
後
序
」
を
付
し
た
第
二
版
は
、

少
な
く
と
も
二
度
、
別
箇
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
現
存
す
る
『
綱
目
』
の
版
本
は
、
無
刊
記
で
あ
る
た
め
に
、
ど
れ
ほ
ど
版
を

重
ね
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
右
に
み
た
事
実
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
三
度

に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
需
要
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
綱
目
』
の
成
立
・
刊
行
の
経
過
は
単
純
で
は
な

く
、
不
明
な
点
も
残
る
が
、
寛
文
八
年
（
ニ
ハ
六
八
）
に
は
成
立
し
て
お
り
、

刊
行
も
同
年
頃
と
み
な
し
て
き
た
従
来
の
見
方
は
、
ほ
ぼ
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う

こ
と
が
、
確
認
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

三
　
著
者
原
友
軒
と
医
薬
の
業

　
と
こ
ろ
で
、
『
網
目
』
の
著
者
が
原
友
軒
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
み
て
き
た
『
綱
目
』
の
「
序
」
「
凡
例
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
疑
い
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
友
軒
が
、
ど

の
よ
う
な
出
白
や
経
歴
の
人
物
で
あ
る
か
に
っ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く

二
八

わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
現
在
、
友
軒
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
Ｈ
、
『
太
平
記
』
と
そ
の
注

釈
書
・
評
判
書
を
愛
好
し
て
や
ま
な
い
人
で
あ
る
こ
と
、
ｏ
、
京
都
の
人
で
あ

る
こ
と
、
日
、
村
田
通
信
の
知
友
で
あ
る
こ
と
、
四
、
寛
文
九
年
成
立
．
刊
行

の
「
楠
正
成
伝
」
（
村
田
通
信
著
）
の
巻
末
に
敗
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
、
ぐ

ら
い
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
原
友
軒
な
る
人
物
に
つ
い
て
推
測
す
る
手
が
か
り
は
、
『
太
平
記
』

と
京
都
と
村
田
通
信
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、

著
者
友
軒
の
周
辺
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
村
田
通
信
は
、
生
没
年
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
鉋
庵
と
号
し
、
前
記
の
『
楠

正
成
伝
』
（
一
六
六
九
年
刊
）
、
漢
詩
や
随
筆
を
集
め
た
『
鞄
庵
雑
録
』
（
元
禄

七
年
１
１
ニ
ハ
九
四
年
刊
）
な
ど
の
著
書
の
ほ
か
、
俳
諸
辞
書
の
『
眠
繕
集
』

（
ニ
ハ
八
二
年
刊
）
、
漢
詩
作
法
書
の
『
詩
林
良
材
』
（
一
六
八
七
年
刊
）
、
『
詩

林
良
材
後
編
』
（
一
七
〇
六
年
刊
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
『
鉋

庵
雑
録
』
を
解
題
し
た
中
村
幸
彦
氏
が
、
「
鉋
庵
は
医
学
・
和
算
な
ど
理
科
系

の
人
ら
し
い
が
、
幕
初
啓
蒙
期
の
一
端
を
示
す
書
物
の
一
で
あ
る
」
と
評
さ
れ

　
　
　

て
い
る
よ
う
に
、
巾
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
文
人
・
学
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
村
田
通
信
（
鉋
庵
）
の
経
歴
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
本
来
医
学
な

ど
理
科
系
の
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
・
中
期
に
お
い

て
、
『
太
平
記
』
の
読
み
・
講
釈
や
注
釈
・
刊
行
な
ど
に
関
わ
っ
た
人
に
、
医



薬
を
業
と
す
る
者
が
、
す
こ
ぶ
る
多
く
み
う
け
ら
れ
る
と
い
う
事
実
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

は
、
か
っ
て
旧
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
『
太
平
記
』
の
読
み
聞
か
せ
や
講
釈

を
行
な
っ
た
、
山
智
言
経
・
永
田
徳
本
・
遠
藤
宗
務
ら
は
、
い
ず
れ
も
医
を
本

業
と
し
た
人
た
ち
で
あ
る
し
、
『
太
平
記
』
古
活
字
版
を
初
め
て
開
板
し
た
五

十
川
了
庵
は
名
医
と
し
て
聞
え
、
『
太
平
記
』
の
最
初
の
本
格
的
注
釈
書
『
太

平
記
賢
愚
妙
』
を
刊
行
し
た
医
徳
堂
守
三
は
医
書
の
版
元
で
あ
っ
た
。
ま
た
近

世
初
期
に
、
『
太
平
記
理
尽
紗
』
講
釈
や
『
太
平
記
』
読
み
に
名
の
あ
っ
た
岡

山
の
和
田
養
元
や
加
賀
の
佐
々
正
益
も
医
者
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
近
世
中
期
に

お
い
て
も
、
京
都
の
原
栄
治
（
和
平
一
な
ど
は
、
売
薬
業
の
か
た
わ
ら
、
太
平

記
講
釈
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
以
上
は
、
旧
稿
に
お
い
て
と
り
あ
げ
た
事
例
で
あ
る
が
、
『
綱
目
』
に
先
だ

っ
て
『
太
平
記
』
の
注
釈
書
・
評
判
書
を
集
成
し
た
『
太
平
記
大
全
』
一
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

五
九
年
刊
）
の
著
者
西
道
智
も
医
を
業
と
し
た
人
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、

『
太
平
記
』
を
愛
読
し
、
『
楠
正
成
伝
』
を
著
わ
し
た
村
田
通
信
の
例
も
、
そ
れ

に
加
わ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
『
太
平
記
』
『
太
平
記
』
読
み
と
医
薬
の
業
と
の
結
び
つ
き
の
強

さ
は
、
ど
こ
か
ら
く
る
も
の
な
の
か
、
い
ま
一
っ
明
ら
か
で
な
い
が
、
近
世
の

『
太
平
記
』
読
み
・
講
釈
師
が
、
一
種
の
啓
蒙
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
当
時
最
も
開
明
的
な
知
識
人
で
あ
っ
た
医
者
と
結
び
っ
く
可
能
性
は
考
え

　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

ら
れ
る
し
、
或
い
は
旧
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
講
釈
師
な
ど
と
同
じ
舌
耕
の

徒
で
あ
っ
た
香
具
師
（
や
し
）
は
、
本
来
薬
師
で
あ
り
、
近
世
に
お
い
て
は
、

香
具
や
薬
を
売
り
、
時
に
は
医
療
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
思
い

あ
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
『
太
平
記
』
と
医
薬
の
業
と
の
結
び
つ

き
、
と
り
わ
け
先
達
の
西
道
智
の
例
や
知
友
の
村
田
通
信
の
こ
と
な
ど
を
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
原
友
軒
の
場
合
も
、
医
薬
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
原
芸
庵
・
原
双
桂
・
原
雲
沢
・
原
勤
堂
な
ど
、
近
世

に
は
原
姓
の
名
医
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る
こ
と
も
思
い
あ
わ
さ
れ
る
。

四
　
著
者
原
友
軒
と
舌
耕
の
業

　
『
網
目
』
の
著
者
原
友
軒
に
つ
い
て
の
右
の
憶
測
は
、
村
田
通
信
を
手
が
か

り
と
し
て
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
太
平
記
』
と
京
都
と
を
手
が
か
り
に
し

て
み
る
と
、
ま
た
別
の
側
面
が
浮
か
び
上
っ
て
こ
よ
う
。

　
さ
き
に
京
都
で
売
薬
の
か
た
わ
ら
、
『
太
平
記
』
を
読
ん
で
人
気
の
あ
っ
た

原
栄
治
な
る
「
太
平
記
講
釈
師
」
の
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
栄
治
の
父
原
栄
宅
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
宝
永
年
中
二
京
都
太
平
記
講
談
ノ
宗
匠
也
」
「
辻
講
釈
を
す
る
者
、
翁
が
幼
稚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
頃
迄
は
、
原
栄
宅
と
云
上
手
有
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
京
に
お
け

る
太
平
記
講
釈
の
上
手
と
し
て
聞
こ
え
、
そ
の
子
二
代
目
栄
宅
（
栄
治
の
兄
）

も
講
釈
師
で
あ
っ
た
。
栄
治
は
、
『
松
室
松
峡
日
記
』
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

四
月
二
十
二
日
条
に
、
「
栄
治
前
名
和
平
、
近
来
在
二
北
野
七
本
松
一
作
レ
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
－
小
考
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

益
々
聴
衆
聚
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
京
の
北
野
七
本
松
に
太
平
記
場
を
か
ま
え
、

常
時
「
太
平
記
』
の
講
釈
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
ま
た
『
本
朝
世
事
談
続
』
の
「
太
平
記
読
」
の
項
に
は
、
「
又
そ
の
頃
赤
松

清
竜
軒
と
い
ふ
者
、
堺
町
に
芝
居
を
か
ま
へ
、
原
昌
元
と
名
乗
て
軍
談
を
講
ず
。

京
都
に
て
は
原
永
楊
と
い
ふ
者
世
に
鳴
る
」
と
あ
る
。
こ
の
原
永
楊
は
、
或
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
前
記
の
原
栄
宅
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
赤
松
青
竜
軒
が
、
わ
ざ
わ
ざ
原

昌
元
と
名
乗
っ
て
、
「
太
平
記
』
を
講
じ
た
と
い
う
点
が
注
目
を
ひ
く
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
中
村
幸
彦
氏
は
、
「
こ
の
原
一
族
は
、
恐
ら

く
『
太
平
記
綱
目
』
の
編
者
原
友
軒
と
一
族
、
又
は
師
弟
な
ど
の
関
係
が
あ
り
、

原
昌
元
（
青
竜
軒
）
も
亦
、
同
じ
圏
内
に
あ
る
人
物
で
は
な
い
か
」
と
推
測
さ

　
　
　
＠

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＠

　
『
節
信
雑
誌
』
に
よ
れ
ば
、
赤
松
青
竜
軒
が
、
堺
町
に
お
い
て
、
よ
し
ず
張

り
を
か
ま
え
、
原
昌
元
と
名
乗
っ
て
軍
談
を
講
じ
た
の
は
、
元
禄
十
三
年
（
一

七
〇
〇
）
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
『
綱
目
』
が
刊
行
さ
れ

て
か
ら
、
二
十
八
年
ほ
ど
後
の
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
『
太
平
記
』
読
み
の
虎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
巻
で
あ
り
、
た
ね
本
で
あ
っ
た
『
綱
目
』
の
著
者
原
友
軒
に
あ
や
か
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

或
い
は
本
宗
と
仰
い
で
、
赤
松
青
竜
軒
が
、
あ
え
て
原
昌
元
を
名
乗
っ
て
、

『
太
平
記
』
を
講
釈
し
た
可
能
性
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
う
一
人
の
原
栄
宅
（
永
楊
）
も
、
前
記
の
よ
う
に
、
こ
の
元
禄
・
宝
永
の

頃
、
京
都
の
太
平
記
読
み
と
し
て
名
声
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
貞
享
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

年
（
ニ
ハ
八
七
）
以
前
か
ら
、
若
き
近
松
門
左
衛
門
と
組
ん
で
、
『
徒
然
草
』

の
講
釈
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
し
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
、
和
歌
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
、
「
太
平
記
』
を
講
じ
て
い
る
こ
と
は
、
か
っ
て
紹
介
し
た
。
こ
の
原
栄
宅

は
、
前
記
の
よ
う
に
「
京
都
太
平
記
講
談
ノ
宗
匠
」
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時

期
に
京
都
に
在
住
し
た
原
友
軒
と
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

決
し
て
不
思
議
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

赤
松
派
の
太
平
記
読
み

　
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
『
太
平
記
』
読
み
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
、
赤
松

氏
と
か
か
わ
る
者
・
赤
松
姓
を
名
乗
る
者
が
多
い
こ
と
は
、
以
前
に
も
考
え
て

　
　
　
　
　
　
＠

み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
と
く
に
近
世
に
お
い
て
は
、
軍
書
講
釈
の
始
祖
と
さ
れ

る
赤
松
法
印
を
は
じ
め
、
太
平
記
講
釈
の
最
初
と
も
い
わ
れ
る
赤
松
清
左
衛
門

（
名
和
清
左
衛
門
と
も
）
、
そ
の
兄
弟
と
も
い
わ
れ
る
前
記
の
赤
松
青
竜
軒
、
同

じ
頃
浪
花
で
知
ら
れ
た
赤
松
梅
竜
な
ど
、
多
く
は
伝
承
的
存
在
で
は
あ
る
が
、

赤
松
姓
の
太
平
記
読
み
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
赤
松
氏
は
、
『
太
平
記
』
に
お
い
て
、
円
心
父
子
を
中
心
に
す
く
な
か
ら
ぬ

活
躍
を
み
せ
て
い
る
し
、
室
町
幕
府
の
有
力
な
守
護
大
名
で
あ
っ
た
。
嘉
吉
の

乱
後
も
一
時
再
興
し
た
が
、
戦
国
期
に
は
、
家
臣
浦
上
氏
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、

凋
落
し
た
。
そ
の
一
族
に
は
、
円
心
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
な
が
ら
、

太
平
記
読
み
な
ど
舌
耕
を
も
っ
て
世
を
わ
た
る
者
が
、
実
際
に
か
な
り
い
た
も



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
と
思
わ
れ
る
。
赤
松
氏
は
、
い
わ
ば
「
読
み
の
者
」
で
あ
り
、
太
平
記
読
み

の
家
と
い
う
べ
き
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
近
世
初
頭
の
軍
談
・
太
平
記

読
み
に
お
い
て
は
、
こ
の
赤
松
派
が
主
流
的
位
置
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
太
平
記
理
尽
抄
講
釈
・
太
平
記
講
釈
の

テ
キ
ス
ト
で
も
あ
り
、
虎
の
巻
で
も
あ
っ
た
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』

『
太
平
記
評
判
私
要
理
尽
無
極
抄
』
に
お
い
て
、
赤
松
一
族
が
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
こ
と
と
も
対
応
し
て
い
よ
う
。

　
『
理
尽
抄
』
の
冒
頭
に
お
か
れ
て
い
る
「
名
義
井
来
由
」
と
い
う
『
太
平
記
』

の
作
者
・
成
立
説
に
お
い
て
は
、
『
太
平
記
』
の
巻
七
・
巻
八
の
二
巻
は
、
赤

松
律
師
則
祐
（
円
心
の
三
男
）
と
作
者
玄
恵
が
会
談
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、

「
赤
松
合
戦
記
」
と
も
い
わ
れ
た
と
す
る
。
『
理
尽
抄
』
の
本
文
に
お
い
て
も
、

こ
の
則
祐
が
、
し
ば
し
ば
登
場
し
て
、
正
成
や
義
貞
と
兵
法
問
答
な
ど
を
行
な

っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
「
凡
赤
松
カ
三
千
余
騎
ハ
、
金
鉄
ノ
勇
士
也
」
（
巻
八

の
２
オ
）
と
か
、
正
成
が
、
「
則
祐
ノ
桂
川
ノ
合
戦
ヲ
手
本
ニ
セ
ヨ
」
と
賞
賛

し
た
（
巻
八
の
３
４
オ
）
と
か
い
っ
た
よ
う
に
、
お
お
む
ね
赤
松
氏
に
好
意
的
で
、

則
祐
ら
を
称
揚
す
る
記
事
を
多
く
載
せ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
評
判
書
『
無
極
抄
』
の
場
合
は
、
さ
ら
に
赤
松
氏
と
の
関
わ
り

が
密
接
で
あ
る
。
本
書
が
、
嘉
吉
の
乱
を
起
こ
し
て
没
落
し
た
赤
松
満
祐
の
日

記
や
言
葉
を
度
々
引
用
し
、
満
祐
や
赤
松
一
族
を
不
自
然
な
ほ
ど
称
揚
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
関
英
一
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

　
　
　
　
＠

　
ま
た
別
稿
で
も
ふ
れ
た
が
、
『
無
極
妙
』
巻
十
六
の
中
巻
に
は
、
「
楠
木
判
官

兵
庫
ノ
記
」
と
い
う
、
正
成
が
兵
庫
か
ら
家
臣
恩
地
に
托
し
て
故
郷
の
正
行
に

送
っ
た
軍
略
の
教
訓
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
な
ど
も
、
も
と
赤
松

満
祐
が
「
家
ノ
書
」
と
し
て
秘
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
『
無
極
紗
』

作
者
と
赤
松
氏
と
の
問
に
、
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
評
判
書
に
は
、
「
則
祐
律
師
ハ
、
兵
ノ
七
書
ノ
道
ヲ
モ
、

ヨ
ク
ヨ
ク
心
得
タ
ル
人
ナ
リ
」
（
『
理
尽
紗
』
巻
八
の
１
７
オ
）
と
か
、
「
赤
松
満

祐
、
兵
法
八
種
ノ
根
源
ト
云
コ
ト
ヲ
立
置
レ
タ
リ
、
（
中
略
）
四
武
ノ
衝
陣
ノ

事
家
々
二
沙
汰
有
、
是
赤
松
家
ノ
用
ル
心
也
」
（
『
無
極
抄
』
巻
二
十
之
二
の
１
７

オ
）
と
い
う
よ
う
に
、
則
祐
や
満
祐
が
兵
法
に
精
通
し
た
人
物
と
さ
れ
、
赤
松

氏
は
兵
法
に
お
い
て
一
家
を
な
し
た
家
の
ご
と
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
両
書
は
、
と
も
に
楠
木
正
成
の
兵
法
・
軍
略
・
治
政
に
関
す
る
評
言
や

伝
承
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
近
世
初
・
中
期
に
お
い
て
世
に
行
わ
れ
た

楠
流
兵
法
・
太
平
記
流
兵
法
の
秘
伝
書
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
両
書

に
お
い
て
楠
木
氏
に
次
い
で
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
赤
松
氏
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
赤
松
氏
と
『
理
尽
抄
』
『
無
極
抄
』
の
浅
か
ら
ぬ
つ
な
が
り
を
考

え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
評
判
書
・
秘
伝
書
を
、
テ
キ
ス
ト
と
し
、
虎
の
巻
と

し
て
、
理
尽
抄
講
釈
や
太
平
記
読
み
を
行
っ
た
軍
談
家
や
講
釈
師
が
、
多
く
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

松
姓
を
名
乗
り
、
円
心
の
子
孫
と
称
し
た
由
縁
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

　
信
長
・
秀
吉
ら
に
右
筆
と
し
て
近
侍
し
た
楠
木
長
諸
（
正
虎
）
や
楠
流
兵
学

を
講
じ
た
と
い
う
由
比
正
雪
が
楠
木
氏
の
出
自
を
自
称
し
た
り
、
『
理
尽
抄
』

を
大
運
院
陽
翁
（
日
翁
）
に
伝
授
し
た
と
い
う
名
和
昌
三
が
名
和
長
年
の
遠
孫

　
　
　
　
　
　
ゆ

と
称
し
た
り
し
た
の
も
、
ほ
ぼ
相
似
た
事
情
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

名
和
長
年
も
ま
た
、
正
成
の
兵
法
・
軍
略
に
関
す
る
語
録
の
聞
き
手
．
引
き
出

し
役
と
し
て
、
『
理
尽
抄
』
に
も
、
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
　
原
派
の
太
平
記
読
み

　
江
戸
で
町
講
釈
を
創
始
し
、
『
太
平
記
』
を
初
め
て
講
じ
た
と
い
わ
れ
る
見

付
け
の
清
左
衛
門
が
、
は
じ
め
名
和
氏
を
称
し
、
後
に
赤
松
氏
を
名
乗
っ
た
の

は
、
初
期
の
太
平
記
読
み
が
状
況
に
応
じ
て
名
乗
り
を
変
え
な
が
ら
舌
耕
し
て

い
た
こ
と
、
赤
松
氏
を
名
乗
る
こ
と
が
営
業
上
有
利
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
元
禄
も
後
期
の
頃
の
赤
松
青
竜
軒
は
、
原
昌
元
と
名
乗
り
を
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

め
て
軍
談
を
講
じ
た
と
い
う
。
こ
の
問
の
事
情
に
つ
い
て
、
『
節
信
雑
誌
』
は

次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　
　
元
禄
十
三
年
、
赤
松
青
竜
軒
と
云
者
、
堺
町
に
お
い
て
葭
貴
張
を
構
へ
、

　
　
原
昌
元
と
名
乗
り
、
軍
談
を
講
ず
、
大
ひ
に
行
わ
れ
し
か
ば
、
中
の
町
奉

　
　
行
、
松
前
伊
豆
守
殿
召
て
聴
聞
せ
ら
れ
た
り
、
其
時
種
々
の
尋
ね
に
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一

　
　
は
播
州
三
木
の
地
士
、
赤
松
祐
輔
青
竜
軒
と
い
へ
る
者
な
り
と
答
し
か
ば
、

　
　
然
ら
ば
円
心
の
末
蕎
な
り
や
と
、
再
び
問
は
れ
し
に
、
恥
た
る
お
も
も
ち

　
　
し
て
、
御
尋
の
通
り
な
り
と
申
上
し
か
ば
、
若
干
の
目
録
を
賜
り
て
帰
国

　
　
せ
り
、

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
赤
松
家
は
、
『
太
平
記
』
と
も
兵
法
も
関
わ

り
の
深
い
由
緒
あ
る
名
族
で
あ
り
、
赤
松
法
印
以
来
、
話
芸
の
専
家
と
し
て
も

聞
え
た
一
族
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
初
期
の
太
平
記
読
み
．
舌
耕
家

に
と
っ
て
、
赤
松
の
姓
を
名
乗
り
、
円
心
の
子
孫
を
称
す
る
こ
と
は
、
一
種
の

誇
り
で
あ
り
、
ス
テ
ー
タ
ス
で
も
あ
っ
た
が
、
反
面
そ
う
し
た
名
族
の
出
自
で

あ
り
な
が
ら
、
一
介
の
舌
耕
芸
人
に
零
落
し
て
い
る
こ
と
は
、
恥
と
す
べ
き
こ

と
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
心
意
も
あ
っ
て
か
、
赤
松
青
竜
軒
は
、
原
昌
元
と
芸
名
を
名
乗
り

か
え
て
、
軍
談
を
講
じ
た
と
い
う
。
こ
の
原
昌
元
以
前
に
は
、
原
姓
の
太
平
記

読
み
・
軍
談
師
は
見
当
ら
な
い
が
、
昌
元
以
後
、
原
姓
を
名
乗
る
者
が
目
に
っ

く
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
一
」
う
し
た
点
か
ら
推
測
し
て
、
元
禄
期
の
終
り
頃
、

原
昌
元
は
、
太
平
記
流
赤
松
派
か
ら
出
て
、
新
た
に
原
派
と
い
う
べ
き
も
の
を

立
て
た
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

　
そ
し
て
、
赤
松
青
竜
軒
が
原
姓
を
名
乗
り
、
そ
の
後
も
原
姓
の
太
平
記
読
み

が
輩
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
『
太
平
記
綱
目
』
の
著
者
「
原

友
軒
」
に
あ
や
か
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。



　
前
述
の
よ
う
に
、
寛
文
八
年
（
ニ
ハ
六
八
）
頃
に
成
立
・
刊
行
さ
れ
、
そ
の

後
も
版
を
重
ね
た
と
み
ら
れ
る
『
太
平
記
綱
目
』
は
、
近
世
初
期
に
あ
ら
わ
れ

た
『
太
平
記
』
の
注
釈
書
・
評
判
書
の
類
を
、
網
羅
・
集
成
し
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
「
追
解
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
注
釈
の
欠
を
補
い
、
「
通
考
」
と
し

て
独
自
の
論
評
（
『
太
平
記
』
中
の
合
戦
・
事
件
・
人
物
な
ど
に
っ
い
て
の
批

評
）
を
加
え
る
な
ど
、
『
太
平
聾
を
読
み
、
講
釈
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
こ

の
上
な
い
指
導
書
で
あ
り
、
百
科
総
覧
で
あ
っ
た
。

　
「
追
解
」
「
通
解
」
な
ど
に
よ
っ
て
う
か
が
う
に
、
著
書
原
友
軒
は
、
和
漢
の

儒
書
・
史
書
な
ど
に
通
暁
し
て
、
注
釈
学
者
と
し
て
の
力
を
示
す
一
方
、
兵

法
・
軍
学
に
っ
い
て
知
識
も
博
く
、
兵
学
・
政
道
な
ど
に
一
家
の
見
識
を
持
っ

て
い
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
原
昌
元
ら
が
、
こ
の
原
友
軒
を
本
宗
と
仰
い

で
、
原
派
と
い
う
べ
き
太
平
記
読
み
の
一
派
を
興
し
た
と
し
て
も
決
し
て
お
か

し
く
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
『
太
平
記
』
の
本
文
中
に
も
、
原
姓
の
武
士
が
何
人
か
登
場
す
る
が
（
「
原
四

郎
太
郎
・
同
四
郎
次
郎
・
同
四
郎
三
郎
」
１
巻
二
十
五
「
住
吉
合
戦
事
」
、
「
原

八
郎
左
衛
門
」
－
巻
二
十
九
「
越
後
守
自
二
石
見
一
引
返
事
」
、
「
原
三
郎
左
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

門
義
実
」
１
巻
二
十
九
「
小
清
水
合
戦
事
」
）
、
い
ず
れ
も
楠
木
・
名
和
・
赤
松

の
よ
う
に
、
近
世
の
太
平
記
読
み
が
、
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
子
孫
を
名
乗
る
ほ

ど
の
働
き
は
み
せ
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
”
太
平
記
読
み
の
家
”
赤
松
氏
に
連
な
る
一
族
の
中
に
、
原
氏
の

　
　
　
　
　
『
太
平
記
綱
目
』
小
考
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

系
統
も
存
在
す
る
。
『
増
訂
印
南
郡
誌
』
前
編
の
人
物
篇
「
別
所
村
」
の
項
に
、

原
小
五
郎
重
親
・
同
治
左
衛
門
重
蕃
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、

　
　
　
重
親
は
村
上
源
氏
、
赤
松
則
村
九
代
の
孫
、
神
西
郡
永
良
荘
鶴
居
城
主

　
　
永
良
近
江
守
雅
貞
が
三
男
也
、
初
め
永
良
小
五
郎
と
称
せ
し
が
、
後
原
小

　
　
五
郎
と
改
む
、

と
あ
る
。
そ
し
て
重
親
は
、
秀
吉
の
中
国
征
伐
の
折
、
秀
吉
に
弓
勢
を
賞
さ
れ
、

致
仕
を
す
す
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
拒
み
、
父
祖
の
地
播
州
に
退
居
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら

の
子
孫
別
所
村
に
住
し
、
重
親
五
代
の
孫
重
蕃
は
「
附
近
二
十
箇
村
の
大
荘
司

職
」
に
補
せ
ら
れ
、
す
こ
ぶ
る
勢
力
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
元
禄
の
前
、
貞
享
の
頃
に
、
赤
松
氏
の
一
族
別
所
氏
に
関
わ
る
か
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
別
所
掃
部
と
称
す
る
太
平
記
読
み
が
い
た
こ
と
は
、
旧
稿
で
紹
介
し
た
。
原

友
軒
を
は
じ
め
と
す
る
原
姓
の
太
平
記
学
者
・
太
平
記
読
み
が
、
右
記
の
赤
松

氏
系
原
氏
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
今
は
こ
れ
以
上

の
判
断
材
料
を
持
た
な
い
。

　
た
だ
、
『
綱
目
』
に
先
行
し
て
、
近
世
初
期
に
お
け
る
『
太
平
記
』
の
注
釈

書
・
評
判
書
を
集
成
し
た
『
太
平
記
大
全
』
は
、
『
理
尽
妙
』
は
収
め
て
い
る

が
、
『
無
極
抄
』
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
『
綱
目
』
は
、
『
理
尽

妙
』
と
ほ
ぼ
対
等
に
『
無
極
紗
』
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
を
重
視
す
る
姿
勢
を

み
せ
て
い
る
。
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
無
極
抄
』
は
赤
松
氏
と
と
り
わ
け

関
わ
り
の
深
い
評
判
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
、
綱
目
の
著
者
原
友
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『
太
平
記
綱
目
－
小
考
Ｈ

軒
と
赤
松
氏
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

今
は
憶
測
を
め
ぐ
ら
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
『
太
平
記
綱
目
』
の
紹
介
・
検
討
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
ま
ず

そ
の
成
立
や
著
者
に
関
す
る
問
題
を
考
え
て
み
た
が
、
『
綱
目
－
の
内
容
．
特

質
・
意
義
な
ど
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
と
思
う
。

注
¢
　
拙
稿
「
『
太
平
記
大
全
－
に
つ
い
て
ー
『
太
平
記
』
研
究
史
の
一
章
１
」
（
『
室
町

　
黎
文
論
孜
』
所
収
、
平
３
、
三
弥
井
書
店
）
。

　
　
調
査
・
参
照
し
た
『
太
平
記
綱
目
－
の
版
本
（
い
ず
れ
も
無
刊
記
）
は
、
次
の
諸

　
本
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
本
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
・
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

　
本
・
池
田
文
庫
蔵
本
・
長
坂
成
行
氏
蔵
本
・
架
蔵
本
。

　
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
－
第
一
巻

　
（
昭
３
７
、
井
上
書
房
）
に
よ
る
。
以
下
の
寛
文
十
一
年
刊
『
増
補
書
籍
目
録
－
、
延
宝

　
三
年
刊
『
古
今
書
籍
題
林
」
も
同
じ
。

　
　
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
北
駕
文
庫
蔵
『
楠
正
成
伝
－
写
本
に
よ
る
。

　
　
中
村
幸
彦
氏
「
鉋
庵
雑
録
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
－
第
五
巻
収
載
、
昭
５
９
、

　
岩
波
書
店
）

＠
　
拙
稿
「
『
太
平
記
』
読
み
１
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
へ
－
」
（
『
日
本
の
こ
と
ば

　
と
文
芸
－
第
四
集
所
収
、
昭
５
７
・
１
２
、
の
ち
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
に
収
載
、
昭

　
６
０
、
妾
楓
土
）
。

¢
　
注
０
の
拙
稿
参
照
。

ゆ
　
『
松
室
松
峡
日
記
』
寛
保
三
年
四
月
二
十
二
日
条
－
宗
政
五
十
緒
氏
「
松
峡
　
松

　
室
煕
載
年
譜
」
所
引
（
同
氏
『
日
本
近
世
文
苑
の
研
究
』
所
収
、
昭
５
２
、
未
来
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
，
翁
草
－
巻
六
十
六
「
請
釈
師
今
岡
の
事
」
（
日
本
随
筆
大
成
第
三
期
十
二
巻
所
収
、

　
昭
６
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
）

＠
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
『
本
朝
世
事
談
統
－
（
日
本
随
筆
大
成
第
二
期
第
六
巻
所
収
、
昭
３
、
日
本
随
筆
大

　
成
刊
行
会
）

＠
　
中
村
幸
彦
氏
「
太
平
記
の
請
釈
師
た
ち
」
（
『
〈
グ
ラ
フ
ィ
ツ
ク
版
〉
日
本
の
古
典

　
〈
第
九
巻
〉
太
平
聾
所
収
、
昭
５
０
、
世
界
文
化
社
、
の
ち
『
中
村
幸
彦
著
述
集
－

　
第
十
巻
収
載
、
昭
５
８
、
中
央
公
論
社
）

＠
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
「
節
信
雑
誌
－
は
、
「
古
事
類
苑
－
楽
舞
部
二
十
三
「
請
談
」
の
項
に
所
引
の
記
事

　
に
よ
る
。

＠
　
拙
稿
「
形
成
期
の
太
平
記
読
み
ー
『
家
乗
－
の
記
事
を
中
心
に
ー
」
（
「
国
語
と
国

　
文
学
」
６
２
巻
ｎ
号
、
昭
６
０
・
ｕ
）

＠
　
拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
「
太
平
記
読
み
」
に
つ
い
て
ー
『
蔭
涼
軒
日
録
－
の
記
事

　
を
中
心
に
ー
」
（
「
軍
記
と
語
り
物
」
第
９
号
、
昭
４
７
・
３
、
の
ち
「
太
平
記
享
受
史

　
論
考
－
に
収
載
、
昭
６
０
、
妾
楓
土
）

＠
　
延
広
真
治
氏
「
軍
談
・
実
録
・
請
釈
」
（
「
日
本
文
学
全
史
４
、
近
世
－
所
収
、
昭

　
５
３
、
学
燈
社
）

＠
　
関
英
一
氏
「
，
太
平
記
評
判
無
極
紗
－
と
赤
松
満
祐
」
（
「
国
学
院
雑
誌
」
８
８
巻
６

　
号
、
昭
６
２
・
６
）

＠
　
拙
稿
「
『
太
平
記
評
判
－
に
関
す
る
補
説
１
「
理
尽
紗
－
と
『
無
極
抄
－
を
め
ぐ

　
っ
て
ー
」
（
『
太
平
記
と
そ
の
周
辺
－
所
収
、
新
典
社
よ
り
近
刊
予
定
）

ゆ
　
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
－
奥
書
・
有
沢
永
貞
「
太
平
記
理
尽
抄
由
来
書
」
（
尊

　
経
閣
文
庫
蔵
）
な
ど
。

ゆ
　
『
節
信
雑
誌
－
の
引
用
は
、
注
＠
に
同
じ
。

ゆ
　
，
太
平
記
－
の
章
段
名
な
ど
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。



ゆ
　
『
増
訂
印
南
郡
誌
』
前
編
（
大
正
５
初
版
、
昭
和
６
０
復
刻
版
、
臨
川
書
店
）

ゆ
　
注
＠
の
拙
稿
。

　
〔
補
記
〕

　
小
稿
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
『
理
尽
抄
』
な
ど
の
『
太
平
記
』
評
判
書
盛
行

の
背
景
に
、
近
世
の
支
配
層
・
武
士
層
な
ど
の
要
求
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
は
、
近
時
、
若
尾
政
希
氏
が
、
『
理
尽
紗
』

の
政
道
論
・
政
治
論
の
検
討
や
、
そ
れ
が
近
世
の
為
政
者
・
武
士
・
庶
民
に
及
ぽ
し
た

政
治
的
・
思
想
的
影
響
の
調
査
研
究
な
ど
を
精
力
的
に
進
め
て
お
ら
れ
る
の
が
注
目
さ

れ
る
（
同
氏
「
近
世
初
期
に
お
け
る
『
国
家
』
と
『
仏
法
』
１
『
太
平
記
読
み
－
研
究

序
説
１
」
『
国
家
と
宗
教
』
所
収
、
平
４
、
思
文
閣
出
版
、
ほ
か
）
。

『
太
平
記
綱
旦
小
考
Ｈ

三
五
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